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第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人広島大学 

 

１ 全体評価 

 
│⁸₈ ≢ ⌂ ≈─ ₉≤™℮ ─ ╩ ⇔⁸ ≤ ╩ ⅛

⇔√ ┘ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─ ⌐ ∟↕╣√ ╩ ⌐₈ ╩

⇔⁸♅ꜗ꜠fi☺∆╢ ₉╩ ⌐ ⇔⁸₈100 ⌐╙ ≢ ╡ ↄ ₉

≤⌂╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐⅔™≡│⁸ ꜝfi◐fi◓♩♇ⱪ

100⌐ ╢ ⌐⌂╢═ↄ⁸ ─ ─ ⌐ ↑≡⁸₈

₉─ ⌂ ⌐╟╡⁸₈ ₉≤₈ ₉╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ꜞ

╩כ♄כ ∆╢↓≤ ╩ ⌂ ≤⇔≡™╢⁹ 

─ ─ ─ ┘ ⌂ ⌐≈™≡│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
 顕著な成果 上回る成果 達成 おおむね達成 不十分 重大な改善 

教育研究       

  教育  ○     

  研究  ○     

  社会連携    ○   

  その他   ○    

業務運営    ○   

財務内容   ○    

 

 

（教育研究等の質の向上） 

ꜟⱣכ꜡◓ ⌐ ⇔√ ╩ ⇔⁸ ≢ ≢⅝╢ ⌂ ╩

∆╢√╘⁸ ⌐⅔™≡⁸ ╩ ™√ ─╖≢ ╩☻כ◖╢⅝≢

☻כ◖73≢ ⇔⁸ ≢980 ─ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸◐ꜗꜞ▪ ה

╩ ה ∆╢√╘⁸ ╩ ⌐⁸ ─ ≢─

╩ ℮ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ ╩ ⇔≡™╢╒⅛⁸ ₈◐ꜗ

ꜞ▪ ⌐ ∆╢ ™ ╩ ⌐≈↑╢ ₉ ╩ ⇔≡™╢⁹↓─ ⁸

⌂ ╩ ה ∆╢√╘⁸ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○ HIRAKU-PF)─

╛ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐╟╡⁸ ─ ≤ ⌂◐ꜗꜞ▪Ɽ☻╩ ∆ ╖

╛ ⇔≡ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 ≢⁸₈ ≤─ ╛ ┘ ╩ ⇔√ ה ⌐ ∆╢ ₉─

⌐≈™≡⁸₈ ╩ ⌐ ⇔≡™╢≤│™ⅎ⌂™₉↓≤⅛╠⁸ ⌐

↑√ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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（業務運営・財務内容等） 

√⌂ ≤⇔≡⁸ ─ ≤⌂╢ ▪ꜞ♂♫ ─ ≢№

╢▪ꜞ♂♫ ◘fi♄כⱣכ꜡◓♪כⱣꜟ Ί ꜟⱣכ꜡◓ ╩

◐ꜗfiⱤ☻⌐ ╩∆╢≤≤╙⌐⁸ ≢─ ה ─ ≤

⇔≡⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ⅜ ≈

─fiꜛ◦כⱡⱬ▬ה ⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ↑≡ ╡ ╗ Town & Gown 

╩ ╘╢√╘⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔ Town & Gown Office╩ ◐ꜗfi

Ɽ☻⌐ ╩☻fiⱤꜗ◐♩כⱴ☻╛ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸╡⅔≡⇔ ∆╢√╘⁸

╛ ╩ ╘≡™╢⁹╕√⁸ ⅛╠─ ⌐╟╡⁸ ⱱ₈ꜟכ

╦™Ɽⱦꜞ○fi₉╛◘♇◌כ◓ꜝfi♪₈ ─₉♪ꜟכ▫ⱶⱨכꜞ♪ ╩ ∫

≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ⅛╠─ ─ ╩ ↑≡⁸ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─

╛ ╩ ↑ ╣╢√╘─ ≢№╢₈ ⱨ▼♬♇◒☻ ☿fi♃כ

MIRAI CREA Ⱶꜝ▬ ◒ꜞ◄ ₉╩ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ╩ ⇔√ ╩

⌐ ╘≡™╢⁹ 

≢⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⅜№∫√↓≤⅛╠⁸ ⌐

↑√ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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２ 項目別評価 

 

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 顕著な 
成果 

上回る 
成果 

達成 
おおむね
達成 

不十分 
重大な 

改善事項 

（Ⅰ）教育に関する目標  ○     

 

①教育内容及び教育の成果  ○     

②教育の実施体制  ○     

③学生への支援  ○     

④入学者選抜   ○    

（Ⅱ）研究に関する目標  ○     

 ①研究水準及び研究の成果  ○     

 ②研究実施体制等の整備   ○    

（Ⅲ）社会連携及び地域に関する

目標 
   ○   

（Ⅳ）その他の目標   ○ 
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1-1-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 学士課程教育のグローバル化 

⌂ ⅛╠ ─ ╩ ⅎ⁸ ≤ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆

╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ╩ ⇔⁸ ╩ ™√ ─╖≢

↕╣√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⁹ 1-1-1-2  

○ 教養科目でのアクティブ・ラーニングの推進 

┼─▪◒♥▫Ⱪכꜝה♬fi◓ ╩ ∆╢√╘⁸ⱨ□◌ꜟ♥▫ה♦▫

ⱬ꜡♇ⱪⱷfi♩ FD ≤⇔≡ ה ╩ ≢ⱶכ♃ ∆╢⌂≥─

╩ ™⁸ ─ ⌐⅔↑╢▪◒♥▫Ⱪכꜝה♬fi◓─ │77 ≤⌂

∫≡™╢⁹ 1-1-1-4  

○ データサイエンスとインフォマティクス教育の充実 

⌐☻◒▫♥fi☻≤▬fiⱨ◊ⱴ◄▬◘♃כ♦ ∆╢ ⌂ ╩ ה ⌐

ⅎ⁸ ─↕╕↨╕⌂ ≢ ≢⅝╢ ╩ ∆╢√╘⁸ ╩ 30

⌐ ⇔≡™╢⁹↓─ ╩ ◒▫♥fi☻≤▬fiⱨ◊ⱴ◄▬◘♃כ♦╢↑⅔⌐

☻ ─ ⱢⱩ≤⇔⁸ ─ ⌐≈⌂→╢√╘⁸◖fiⱧꜙכ♃─ⱪ꜡◓ꜝ

Ⱶfi◓╛ ─ ╩ ┬ ╩ ⇔≡™╢⁹ 1-1-1-4  

○ グローバルキャンパス実現に向けた取組 

⌐╟╢ ─ ╩ ╢√╘⁸ ⌐ ╩ ⌐₈ ≢ ╩ ↑

╢↓≤⌐≈™≡─▪fi◔₉♩כ╩ ⇔⁸823 ⅛╠─ ╩ ≡⁸ ─ ╩

☻Ᵽꜟ◐ꜗfiⱤכ꜡◓⁸₈⇔ ─√╘─ ⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ₉

╩ ⌐≤╡╕≤╘≡™╢⁹ 1-1-1-2  

 

1-1-2（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ⇔√ ⁸₈ ─

ꜟⱣכ꜡◓ ₉⅜ ╣√ ≤⇔≡ ╘╠╣╢⌂≥₈ ╣√ ₉⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 大学院教育のグローバル化 

ꜟⱣכ꜡◓ ⌐ ⇔√ ╩ ⇔⁸ ≢ ≢⅝╢ ⌂ ╩

∆╢√╘⁸ ⌐⅔™≡⁸ ╩ ™√ ─╖≢ ╩☻כ◖╢⅝≢

☻כ◖73≢ ⇔≡™╢⁹⌂⅔⁸ 28 ⅛╠ ╕≢─

─ │1,251 ⁸ ─ │980 ≤⌂∫≡™╢⁹ 1-1-2-3  

 

（特色ある点） 

○ ５年一貫の博士課程教育 

╩ ∟⁸ ≢ ≢⅝╢ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐

┘ ╩ ⇔⁸ ⌂

┘◐ꜗꜞ▪ כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦ה ─ ≈─ ⅛╠ ↕╣╢

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ⌐ ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐₈◕ⱡⱶ

ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⅜ ה ≢ ↕╣⁸◕ⱡⱶ ╩ ™↓

⌂∑╢ ┘◕ⱡⱶ ╩ ┼ ↕∑╢ ╩ ∆╢ ─

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⁹⌂⅔⁸ ⌐│12 ─ ╩ ↑ ╣≡ⱪ꜡◓ꜝⱶ

╩ ⇔≡™╢⁹ 1-1-2-1  

○ 海外大学とのジョイントディグリー 

⌐ꜟⱣכ꜡◓ ≢⅝╢ ╩ ∆╢√╘⁸ ◐ꜗꜞ▪╛ ╩

⌐ ™√ ה ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⅎ≡⁸♄Ⱪꜟ♦▫◓ꜞהכⱪ꜡◓ꜝⱶ╩↕╠⌐

♠כꜝ◓⁸⌐╙≥≥╢∆ ▪ꜞ♩☻כ○ ┘ꜝ▬ⱪ♠▫ⱥ ♪▬♠ ≤─

☺ꜛ▬fi♩♦▫◓ꜞהכⱪ꜡◓ꜝⱶ JD ⌐ ↑≡ ╩ ╘√ ⁸

⌐↓╣╠─ ≤ ⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹ 1-1-2-2  

 

1-1-3（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ⇔√ ⁸₈ ◦☻

♥ⱶ─ ≤ ─ ₉⅜ ╣√ ≤⇔≡ ╘╠╣╢⌂≥₈ ╣√ ₉⅜ ╘╠╣

╢⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 個別指導システムの構築と司法試験の合格率向上 

♪▬ⱷכ♄כ○ ─ ≤ ╩ ⇔√ ╩ ∆╢√╘⁸ 28

⅛╠ ─ ⌐54 ─FD╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ┘ ♅כ◖

fi◓⌐╟╢ ─◦☻♥ⱶ╩ ⇔⁸ ╩ ─ ≤⇔≡ ∏⁸

─ ≢ ⅎ╢↓≤⁸ ─ ╩ ≠↑⇔ ↕∑╢ ╩ ∆╢↓≤⁸

╩ ─ ≢ ⅎ╢↓≤≢ ⌐⅔↑╢ ╩ ∆╢↓≤⁸ ⅛╠ ⅜

╘╠╣╢─⅛╩ ─ ⅝⅛╠ ⅝ ∑╢↓≤╩ ≠↑⇔ ↕∑╢ ╩

╘≡™╢⁹ ─ ▪fi◔כ♩ ≢│⁸ ⌐ ↄ ⇔√ │ ⇔

√≤ ⇔√ │86.5 ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ─ ─ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓⌐⅔™

≡╙⁸ ╙╟╡ ⌂ ╩ ╘≡ ∆╢ ╩ ╠⌂™ ≢ ↕╣≡™

╢⁹⌂⅔⁸ │ 27 ─17.0 ⅛╠⁸ ⌐│35.9 ┼≤

⇔≡™╢⁹ 1-1-3-1  

 

1-1-4（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 教職大学院における高い教員就職率 

⌐⅔™≡⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡ ╣√ ≤

╩ ⅎ√ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐╙₈↕№⁸ ╩ ╘╟℮ⱪ꜡☺▼◒♩₉

╛⁸ ה ─ ⌂╠┘⌐ ה ╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹₈↕

№⁸ ╩ ╘╟℮ⱪ꜡☺▼◒♩₉⌐≈™≡│⁸ 30 │44 ⁸ │33

⇔⁸ ה ─ │⁸ 30 ┘ ⌐ ⇔≡

™╢⁹⌂⅔⁸ │ 29 │100 ⁸ 30 │75 ⁸

│100 ≤⌂∫≡™╢⁹ 1-1-4-1  

 

 

1-2教育の実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

 ₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ╢ ⅜ ≢№╡⁸ ⅜₈

╩ ⇔⁸ ╣√ ╩ →≡™╢₉≢№╢↓≤⅛╠⁸↓╣╠╩ ⌐ ⇔√⁹ 
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1-2-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ⇔√ ⁸₈ ⇔√

╩ ∆╢TA ─ ₉⅜ ╣√ ≤⇔≡ ╘╠╣╢⌂≥₈ ╣√ ₉⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 自立した教育者を育成するTA制度の導入 

─ ╩ ∆╢ ╛⁸ ┼─ ™ ≤ ╩ ⌐

↑↕∑⁸ ⇔√ ≤⇔≡╙ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔⁸ ─

─╖ ∆╢Phoenix Teaching Assistant PTA ⁸♦▫☻◌♇◦ꜛfi─ⱨ□◦ꜞ♥כ♩

╛ ─♦⸗fi☻♩꜠כ◦ꜛfi ─ ╙ ∆╢Qualified Teaching 

Assistant QTA ┘ ─ ─ ≢ ╩ ≢⅝╢Teaching Fellow TF ─

╩ ⇔√TA ₈Hirodai TA₉╩ 28 ⌐ ⇔⁸ ⇔≡₈QTA

₉ ═5,325 ⁸TF─ ⌐ ⅜ ⌂₈ ₉

═106 ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸FD≤⇔≡₈TA ₉╛₈TA≤

∆╢ ─ ה ₉╩ ⇔⁸TF≤ ⅜ ⇔√ ┘QTA⅜ ╦∫√

─ ╛⁸TA ─№╢ ╩ ≤⇔≡ ⇔√▪fi◔כ♩─ ╩ ⌐⁸

TA≤ ⌐ ╢╟╡ ™ ⌐≈™≡ ⅎ≡™ↄ ╩ ↑≡™╢⁹ 

 ⌂⅔⁸ ⅜QTA─Ɽⱨ◊כⱴfi☻⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢

♃כ♦≡™≈⌐ ╩ ™⁸ ╩ ☿fi♃כ⅜

∆╢ₐ ₑ⌐ ⇔⁸ ┼ ↑≡ ⇔≡™╢⁹ 1-2-1-

2  

 

（特色ある点） 

○ 新型コロナウイルス感染症下の教育 

─ ─ ─ ≤ ─ ⌐╟╢ ─ ⌂

≥╩ ≤⇔≡⁸ 27 ⅛╠ ─ⱡכ♩Ɽ♁◖fi ╩ ⇔⁸ 28 ⌐

│ ─∆═≡─ ≢ LAN─ ╩ ≤∆╢ ─wi-Fi ╩ ∆╢≤≤

╙⌐⁸ ─
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○ 学生主体の教育学習支援 

◖fi♁כ◦▪ⱶ SERU ─ ╖⌐╟╡ ⇔√ Ⱨ▪꜠ⱦꜙ

כ ╩ ↑⁸ ⌐₈ ☿fi♃₉כ╩ ⇔≡™╢⁹ ☿fi♃כ

⌐│⁸ ☻♃♇ⱨ⅜⁸TF ⁸QTA ↕╣⁸ ─ ≤⇔≡

19 ⁸ 11 ╩ ⇔⁸ ≢│⁸

≢ ה 74 ⁸ 53 ─ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸

↓℮⇔√ ⌐≈™≡ ╩כ♃꜠☼כꜙ♬√⇔⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ ╙

∫≡™╢⁹ 1-2-1-1  

 

 

1-3学生への支援に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

 ₈ ┼─ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ╢ ⅜ ≢№╡⁸ ⅜₈

╩ ⇔⁸ ╣√ ╩ →≡™╢₉≢№╢↓≤⅛╠⁸↓╣╠╩ ⌐ ⇔√⁹ 

 

1-3-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ⇔√ ⁸₈ ┘

┼─◐ꜗꜞ▪ ─ ₉⅜ ╣√ ≤⇔≡ ╘╠╣╢⌂≥₈ ╣√ ₉⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 学生及び若手研究者へのキャリア支援の充実 

◐ꜗꜞ▪ ה ╩ ה ∆╢√╘⁸ ╩ ⌐⁸ ─

≢─ ╩ ℮ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ ╩ ⇔≡™╢╒

⅛⁸ ₈◐ꜗꜞ▪ ⌐ ∆╢ ™ ╩ ⌐≈↑╢ ₉

╩ ⇔≡™╢⁹◐ꜗꜞ▪ ▬ⱬfi♩⌐⅔↑╢▪fi◔כ♩ ─ ⁸ ─

│ ⌐92.9 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 ╕√⁸ ⌂ ╩ ה ∆╢√╘⁸ ─ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ₈ ╩ ↄ ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶHIRAKU₉ ⌐⅔™≡⁸ ⱳכ

♩ⱨ◊ꜞ○ HIRAKU-PF ─ ╛ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐╟╡⁸ ─

≤ ⌂◐ꜗꜞ▪Ɽ☻╩ ∆ ╖╛ ⇔≡ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 ⌂⅔⁸ 30 ⌐ fl◊כ◌כ☼⅜ ⇔√₈ ⌐ ™ ╩⇔≡™╢

ꜝfi◐fi◓₉⌐⅔™≡│ ⁸ ₈─♅כ◘ꜞ ─ ⅛╠

√ ▬ⱷכ☺ ₉⌐⅔™≡│ ꜝfi◐fi◓ ⌂≥≤⌂∫≡™╢⁹ 1-

3-1-2  
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（特色ある点） 

○ 教育におけるアクセシビリティの推進 

⌂ ╩ ⇔√ ─▪◒☿◦ⱦꜞ♥▫ ┘ ⅜™─№╢ ┼─

─ ה ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐ ◄fi☺fi╩ ™√◒ꜝ►♪

◦☻♥ⱶ╩ ⇔⁸ ≤ ⌂≥⁸ICTה◒ꜝ►♪ ╩

⇔√ ☻♃◐ⱦꜚה ╩ ה ⇔≡™╢⁹╕√⁸▪◒☿◦ⱦꜞ♥▫

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔⁸ ה ⌐⅔↑╢▪◒☿◦ⱦꜞ♥▫⌐ כ♄כꜞ╢∆

╩ ≤⇔≡⁸▪◒☿◦ⱦꜞ♥▫ꜞכ♄כ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⁹

1-3-1-3  

 

 

1-4入学者選抜に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している
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（Ⅱ）研究に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

 ₈ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ╢ ─℮∟⁸ ⅜₈ ╩ ╢

⅜ ╠╣≡™╢₉⁸ ⅜₈ ╩ ⇔≡™╢₉≢№╡⁸↓╣╠─ ⌐ ה

─ ╩ ה ⇔≡ ⌐ ⇔√⁹ 

 

２．各中期目標の達成状況 

2-1研究水準及び研究の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

 ₈ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ╢ ⅜ ≢№╡⁸

⅜₈ ╩ ⇔⁸ ╣√ ╩ →≡™╢₉≢№╢↓≤⅛╠⁸↓╣╠╩ ⌐ ⇔

√⁹ 

 

2-1-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ⇔√ ⁸₈ ─

₉⅜ ╣√ ≤⇔≡ ╘╠╣╢⌂≥₈ ╣√ ₉⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 研究活動の活発化 

╩ ─1.5 ⁸™╦╝╢Top 10ה ─

⁸ ⌐№∫≡│⁸ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮⌂ ה ╩ ∆╢≤

─ ⌐ ⇔≡⁸ │⁸ │2.1 ⁸Top 10ה │1.2 ≤ ╩

∫≡⅔╡⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ─ ⅜

⇔√ ⅜ ↕╣⁸○☻꜡ ─Best Visualization Award╩

≢ ╘≡ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ╛ ─ ⌂≥

╩ ⇔⁸ ╩ ─ ⌐∆╢≤─ ⌐

⇔≡⁸ │⁸2.5 ≤ ╩ ⅝ↄ ╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 2-1-1-

2  
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（特色ある点） 

○ 研究拠点の形成促進 

₈ ה ₉⁸₈ ה ה ₉ ┘₈ ה ₉─∕╣∙╣─

≢ №╢ ╩ ↕∑≡™ↄ√╘⁸ ╩ ה ⇔≡™ↄ

◦☻♥ⱶ╩ ⇔≡™╢⁹ ↕╣√ ⌐ ⇔≡│⁸University Research 

Administrator URA ⌐╟╢ ╛ ⁸

─ ┘ ☻Ɑכ☻─ ╩ ∫≡™╢⁹ ⌐│▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛ

fi 11 ┘ 12 ▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛfi ⅛╠ ⇔

√ ╩ ╗ ⅜ ⇔≡⅔╡⁸ 30 ⌐│⁸ ─ ≈≢№╢◕ⱡⱶ

╩ ≤⇔√◕ⱡⱶ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi☿fi♃כ╩ ⇔⁸ ╩

⇔≡™╢⁹╕√⁸ 31 ⌐│ ─ ╩⁸

─ ┘ ╙ ∆╢ ─ ⱪ꜡☺▼◒♩≤⇔≡ ⇔≡™

╢⁹ 

↓╣╠─ ⌐╟╡⁸ ⅎ┌₈ ╩ ℮ Green Revolution╩ ∆╢

₉≢│ ⱷfiⱣכ─SCI ⅜⁸ ─

♩כ♃☻ 25 ─ │ ─1.5 ≤

⌂╡⁸ │4.8 │ ≤⌂∫≡™╢⁹ 2-1-1-

1  

○ SDGsへの貢献を目指したネットワーク拠点 

⌂ ─ ╩╘↨∆ ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ≢№╢₈ⱨꜙכ♅

☻כ▪כꜗ FE ₉ ┘ ⌂ SDGs ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ∆

╢≤≤╙⌐⁸↓╣╠─ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ⇔⁸ 30 ⌐

₈ FEהSDGsⱠ♇♩꞉כ◒ ₉╩ ⇔≡™╢⁹↓─ ⌐⅔™≡⁸

╩ ╗⁹⁸ ⁸ ⁸ ┘ ─ ⅜ ╕∫≡ ∆╢

₈ SDGs◦fiⱳ☺►ⱶ₉╩ ∆╢⌂≥⁸ ⁸ ≤™∫√ ≡─SDGs⌐

∆╢↓≤╩ ⇔⁸ ┘ ╩ ⇔≡™╢⁹ 2-1-1-1  

○ 海外との国際研究ネットワークの構築 

≤─ │⁸ ≢ 370 ≤⌂∫≡⅔╡⁸

Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⌐╟╡⁸▬fi♪╛ ⌂≥─ ≤─ ╛

─ ╩ ╘≡™╢⁹▬fi♪ CSIR ≤─ ≢

ה ⱢⱩ╩ ∆╢√╘─ MoU ╩ ⇔⁸

HiSENS ╩ ⌐▬fi♪ ⌐ ─ ╩ ∫

≡™╢⁹⌂⅔⁸ HiSENS ≢│⁸ ⱷfiⱣכ─ ⅜⁸

─ ♩כ♃☻ 25 ─27.6 ⌐ ⇔⁸

⌐│44.2 │36.9 ≤⌂∫≡™╢⁹ 2-1-1-1  

  



65広島大学 

○ 新型コロナウイルス感染症に係る研究 

⌐⅔↑╢ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ≢

∏≈─ ╩ ↑⁸ 20 ⁸ ⁸ ─ 30 ⁸

11 ⁸₈ ה ×◘☻♥♫Ⱪꜟ 2022₉─ ⌐≈⌂

⅜∫≡™╢⁹╕√⁸ ⅛╠ ╩ ↑ ╣⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐ ∆╢

⌐╟╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 

2-2研究実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している 

 ₈ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ╢ ─℮∟⁸ ⅜₈

╩ ⇔≡™╢₉≢№╡⁸↓╣╠╩ ⌐ ⇔√⁹ 

 

2-2-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 教員の業績管理のための指標導入 

─ AKPI® ⌐╟╢▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛfi

┘ ─ ─ ─ ╛⁸ 29 ─ ◄

ⱨ◊כ♩ BKPI® ─ ┘ ⁸ ⁸ ⅛╠

⅜ ≤≤╙⌐ ⇔√ ─ C-KPI® Common Key Performance 

Indicator ⌐╟╡⁸ ─ ≡─⸗♬♃ꜞfi◓≤ ◊ⱨ◄ה

♩כ ─ ╩ ╘≡™╢⁹╕√⁸ ◦☻♥ⱶ─ ⌐AKPI® ╩

⇔⁸ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 2-2-1-1  

○ 若手研究者の戦略的育成 

⌐⁸ ₈ ≢ ≢⅝╢ ₉⌐ ─

℮∟─ ≤⇔≡ ↕╣√₈ ⌐╟╢ ♩♇ⱪ◒ꜝ☻─

HIRAKU-Global ₉─ ≤⇔≡⁸ ─ ─√╘─ ⁸ ┘

─♃כ♦╢∆ ⌐ ⇔⁸ ∆╢ ─ ╩ ⌐ ≢⅝╢ⱳכ♩ⱨ◊

ꜞ○◦☻♥ⱶ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸C-KPI®╩ ⇔√ ─ ⅎ╢ ⌐╟╢ ─

╖╩ ⇔≡™╢⁹ 2-2-1-1  
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2-2-2（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

 ─ ⅜∆═≡₈ ╩ ⇔≡™╢₉ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ─ ⌐╟╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 国際共同研究の推進 

ה ⌐⅔™≡⁸ ה ─ ►▼Ⱪ◘▬♩≢

─○fiꜝ▬fi ◦☻♥ⱶ─ ╛◦fiⱳ☺►ⱶ ─ ⌐╟╡⁸ ─

╩ ⇔≡™╢⁹↓╣╠─ ⌐╟╡⁸ 28 ⅛╠ ⌐⅛↑≡⁸

─ │⁸ ה ≢│ ─ 0.2 ⅛

╠ 15 ⌐ ⇔⁸ ≢│ ─

18.3 ⅛╠ 34.3 ┼≤ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ 28 ⅛╠ ╩ ⇔√

⌐⅔™≡╙⁸ 28 ─ ⅛╠ ⌐│24 ┼≤

⇔≡™╢⁹ 2-2-2-2  

○ 新型コロナウイルス感染症に係る研究 

◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐ ⇔√ ≢│⁸AMED►▬ꜟ☻

ה ⌐⅔™≡⁸◖꜡♫►▬ꜟ☻╩ ה ⌐

∆╢ ⌐ ∆╢ ⁸ ⸗♬♃◦☻♥ⱶ⌐ ∆╢ ┘

◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐ ∆╢222nm ╩ ™√ ⌐ ∆╢ ─

⅜ ↕╣≡™╢⁹ 
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○ 地域を志向した教育研究の推進  

ⱷ▬fi◐ꜗfiⱤ☻─№╢ ≤⁸ ⌂ ─ⱦ☺ꜛfi╩ ⇔⁸ ─

≤ ─ ה ╩ ⇔⌂⅜╠ ∆╢↓≤≢ ⌂ ─ ≤

─ ╩≤╙⌐ ∆₈ ה Town & Gown ₉╩ ⇔⁸∕─

≤⇔≡⁸ ⸗♦ꜟ≤⌂╢Town & Gown Office╩ 10 ⌐ ⇔≡™╢⁹↓─

╟℮⌂ ╩ ∂≡⁸ ⌐ ═≡⁸ ─ 28

⌐⅔™≡⁸ 5.5 ⁸ ה 150 ⁸

18.6 ╩⁸∕╣∙╣10 ↕∑╢≤─ ╩ →⁸

⌐│ ⅜60.8 ─ ⁸ ה ⅜1400

─ ⁸ ⅜62.7 ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ⌐ ∫≡™

╢⁹ 3-1-1-1  

 

（改善を要する点） 

○ 教育学部及び教育学研究科における教員就職率の状況 

┘ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ │ ↕╣≡™

╢⅜⁸ ─ │⁸ 28 ⅛╠ ⌐⅛↑≡

50.9 ⅛╠69.2 ─ ⌐≤≥╕∫≡⅔╡⁸ │ ╠╣╢╙──⁸ 90 ⌐ ⇔≡

™⌂™⁹╕√⁸ ─ ╩ ↄ ─

╙⁸ 28 ⅛╠ ⌐⅛↑≡46.8 ⅛╠55.6 ─ ⌐≤≥╕∫≡⅔╡⁸

│ ╠╣╢╙──⁸ 70 ⌐ ⇔≡™⌂™⁹ 3-1-1-2  
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（特色ある点） 

○ 日本語・日本文化教育拠点の整備 

┘ ≤ ⇔√ ה ╩ ⇔⁸ 30 ⌐

╩ ⇔≡™╢⁹ ⌂ ≤ ה ☻◐ꜟ╩ ⌐ ↑

╢√╘─ √⌂ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ↑≡ ╩ ╘≡™╢╒⅛⁸ 29 ⌐₈

ICT ─ ╩ ⅎ╢ ₉╩ ∟ →⁸ 13 ─ ⅜

⇔≡⁸ICT╩ ⇔√ ◖fi♥fi♠ ⌐ ≢ ╡ ╪≢™╢⁹╕√⁸

Ⱪꜝ♇◦ꜙ▪♇ⱪ☿Ⱶ♫כ 30 ⁸ 16

╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢ ╩ ╘≡™╢⁹

4-1-1-3  

○ 外国語による授業科目の増加 

─ ╩ ∆╢√╘⁸ ╩ ™√ ─╖≢ ∆╢ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ ☻כ◖ ╩⁸ ⌐⅔™≡│ ⅛╠19ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⇔⁸

⌐⅔™≡│ ☻כ◖73⌐ ⇔≡™╢⁹╕√⁸FD≤⇔≡₈ ⌐╟╢ ─

₉╩ ⇔⁸ │70 ⅜ ⇔≡™╢⁹↓╣╠─ ⌐╟╡⁸

⌐╟╢ ─ │ ⌐33.9 5,071 14,964 ≤⌂∫≡™

╢⁹ 4-1-1-3  

○ オンラインを活用した日本語教育の拡充 

⇔√ ╩ ∆╢√╘⁸₈™≈≢╙▪◒☿☻≢⅝╢○fiꜝ▬fi

◦☻♥ⱶ MyJT ₉╩ 28 ⌐ ⇔≡™╢╒⅛⁸ ╩ ╢ⱪ꜠▬☻ⱷ

fi♩♥☻♩╩ ⌐○fiꜝ▬fi≢ ≢⅝╢ ╩ 30 ⌐ ⇔⁸ ─

╩◒ꜝ☻ ╛ ⌐ ⇔≡™╢⁹ │⁸○fiꜝ▬fiⱪ꜠▬☻

ⱷfi♩♥☻♩─ ⅜꜠ⱬꜟ ⅛╠꜠ⱬꜟ ╕≢─ ╩ ≤⇔√163 ⅜

MyJT╩ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ╩e-learning≡⇔≥ꜟכ♠ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸

⌂ ─ ⌐ ╡ ╪≢™╢⁹⌂⅔⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ≤

⇔≡⁸ ≢⅝⌂™ ╩ ⌐ ─ ╩○fiꜝ▬fi≢ ≢⅝╢ ╩ ⅎ

≡™╢⁹ 4-1-1-3  

○ グローバル人材確保の状況 

│ ≢─ ╩ ≈ ╩ ─47 ⌐╕≢ ↕∑╢≤

≤╙⌐⁸ │ ≢─ ╩ ≈ ╩ ─ ⌐╕≢ ↕∑

╢≤™℮ ™ ⌐ ⇔≡⁸ ⅜45.3 ≤╒╓ ⇔⁸ ⅜8.7 ≤ ╩ ∫

≡™╢⁹ 4-1-1-2  
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（２）附属病院に関する目標 

┌ↄ ☿fi♃כ╛ ה ☿fi♃⁸כ ┌ↄ

☿fi♃⁸≡™⅔⌐כ ╩ ∂≡⁸ ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐

╡ ╪≢™╢╒⅛⁸ ─ ≈─⅜╪◕ⱡⱶ ≤ ╩ ⇔⁸ ⌐

⇔⅛™⌂™ ◌►fi☿ꜝכ─ ☻כ◖ ╩ ⇔≡⁸ ⇔™◕

ⱡⱶ ⌐ ⌂ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ≢│⁸₈☺ꜗⱤfi▬fi♃כ♫◦

ꜛ♫ꜟⱱ☻Ⱨ♃ꜟ☼(JIH)₉─ ╩ ↑╢⌂≥⁸ ─ ╩☻ⱦכ◘ ┼

≢⅝╢ ╩ ⅎ≡™╢⁹╕√⁸○fiꜝ▬fi ◦☻♥ⱶ₈CLINICS₉╩ ⇔√○fiꜝ

▬fi ╩ ⇔≡™╢╒⅛⁸≡╪⅛╪☿fi♃כ ⅜ ─ ⁸

─ ╛ ≤ ⇔≡₈≡╪⅛╪ ₉╩ ∆╢⌂

≥⁸≡╪⅛╪ ─ ╩ ╘≡™╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

（教育・研究面） 

○ 原子力災害医療に対応できる人材の育成 

┌ↄ ☿fi♃כ ┘ ה ☿fi♃⁸≡™⅔⌐כ

⁸ ⁸ ╩ ╛ ☿Ⱶ♫כ ⌐ ↕∑≡™╢⁹╕√⁸

⇔√ ה ─ ╩ ╢√╘⁸ ⌐ ┌ↄ ☿fi♃כ╩

⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ⅛╠ ┌ↄ ☿fi♃כ─ ⌐╟╡

↕╣√ ⌐ ∫≡⁸ ה ☿fi♃כ⌐⅔™≡

ⱶכ♅ ╩ ⁸ ⁸ ≢ ⇔√╒⅛⁸ ┌ↄ

☿fi♃⁸│≡™⅔⌐כ ○fiꜝ▬fi ╩ ⁸

╩ ⁸ ☿fi♃כ

⁸ ⁸ ☿fi♃כ ╩ ⇔√↓≤⌐ ⅎ⁸

╩13 ∆╢⌂≥⁸ ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐ ╡ ╪≢™╢⁹ 

○ がんゲノム医療に係る体制整備 

⅛╠⁸ ─ ≈─⅜╪◕ⱡⱶ ≤ ╩ ⇔⁸

⌐ ⇔⅛™⌂™ ◌►fi☿ꜝכ─ ☻כ◖

╩ ⇔≡⁸ ⇔™◕ⱡⱶ ⌐ ⌂ ─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸

⌐│⁸⅜╪◕ⱡⱶ ╩ ⌐◕ⱡⱶ ─ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔√

◕ⱡⱶ ☿fi♃כ╩ ∆╢⌂≥⁸⅜╪◕ⱡⱶ ⌐ ╢ ╩ ∫≡™╢⁹ 
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（診療面） 

○ 国際医療支援部の設置等を通じた外国人患者への対応を強化 

∆╢ ┼─ ─☻ⱦכ◘ ≤ ☻♃♇ⱨ─ ╩ ╢√╘⁸

╩ ⌐ ⇔⁸ ⅜ ⅛≈☻ⱶכ☼⌐ ≢⅝╢

╟℮⁸ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ╩ ∆╢ ≢№╢⁸Medical 

Excellence JAPAN MEJ ⅜ ∆╢₈☺ꜗⱤfi▬fi♃כ♫◦ꜛ♫ꜟⱱ☻Ⱨ♃ꜟ☼

(JIH)₉╩ ⇔⁸ ⌐ ╩ ↑╢⌂≥⁸ ─ ╩☻ⱦכ◘

┼ ≢⅝╢ ╩ ⅎ≡™╢⁹ 

○ てんかん地域診療連携体制の構築 

≡╪⅛╪ ≤⇔≡⁸ ≤ ─ ╩ ⇔≡

┘ ╩ ∫≡⅔╡⁸ ⌐│⁸ ≡╪⅛╪☿fi♃כ⅜

○fiꜝ▬fi ◦☻♥ⱶ₈CLINICS₉╩ ⇔√○fiꜝ▬fi ╩ ⇔⁸ ─

╛ ─ ⌐ ⌂ ─ ╩ ≤⇔≡™╢⁹╕√⁸ ⌐│⁸

≡╪⅛╪ ─₈ ≡╪⅛╪ ₉≤⇔≡ ↕╣⁸≡╪⅛╪☿

fi♃כ ⅜ ─ ⁸ ─ ╛ ≤ ⇔

≡₈≡╪⅛╪ ₉╩ ∆╢⌂≥⁸≡╪⅛╪

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

（運営面） 

○ 新型コロナウイルス感染症に対する取組 

⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐ ⇔√ ⌐╟╡⁸ ≡ ─

☻♃♇ⱨ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ∆╢

╩ ≤⇔≡⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ─ ╛ECMO ⌐

≢⅝╢ ─ ╩ ≤⇔√ ─ ╛ ⅜ ☺כ▪ꜞ♩√⇔ ┼

╩ ∆╢⌂≥⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐ ∆╢ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 

 
（３）附属学校に関する目標 

≤⇔≡ ╩ ⇔⁸ ─⸗♦ꜟ╩ ⌐ ∆╢↓≤⌐ ╡

╖⁸ ─ ─ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 教育委員会等と連携した教員研修の拠点校 

⌐ ╩♪Ᵽꜟⱴ▬fiכ꜡◓╢∆ ∆╢ ╛ ⌐╟╢ ─

╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ⌂ꜟⱣכ꜡◓⁸√╕⁹╢™≡∑↕

╩ ╡ ╣╢√╘⁸ ─ ╩ ⌐ ⌐ ⇔√╒⅛⁸ ↄ ─

─ ≤⇔≡ ╩ ∆╢√╘⁸ ╛ ⁸ ⅛╠ ╩ ╛

⌐╟╡ ↑ ─≥↔☺כ♥☻▪ꜞꜗ◐⁸╣ ╩ ⌐ ⱪ

꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ┘∕─

⌐ ⇔ ≢─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ╩ ∆╢

╩ ╘≡™╢⁹ 
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 顕著な 
成果 

上回る 
成果 

達成 
おおむね 
達成 

不十分 
重大な 
改善 

（１）業務運営の改善及び効率化    ○   

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営  ○     

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務の効率化・合理化 
 

【評定】中期目標をおおむね達成している 

 ─ 12 ≡⅜₈ ╩ ∫≡ ⇔≡™╢₉ │₈ ╩ ⌐

⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣╢⅜⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⅜№╢↓≤ ╩

⌐ ⇔√↓≤⌐╟╢⁹₈ ⅜ ↄ ⌂ ה ₉⌐ ↕╣√ ⌐≈

™≡│ⱪ꜡☿☻╛ ╙  

 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 大学の機能強化のための新たな組織の設置 

√⌂ ≤⇔≡⁸ ─ ≤⌂╢ ▪ꜞ♂♫ ─ ≢

№╢▪ꜞ♂♫ ◘fi♄כⱣכ꜡◓♪כⱣꜟ Ί ꜟⱣכ꜡◓

╩ ◐ꜗfiⱤ☻⌐ ╩∆╢≤≤╙⌐⁸ ≢─ ה ─

≤⇔≡⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ⅜ ≈

─fiꜛ◦כⱡⱬ▬ה ⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ↑≡ ╡ ╗Town & 

Gown ╩ ╘╢√╘⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔ Town & Gown Office╩

◐ꜗfiⱤ☻⌐ ╩☻fiⱤꜗ◐♩כⱴ☻╛ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸╡⅔≡⇔ ∆╢√

╘⁸ ╛ ╩ ╘≡™╢⁹ 

○ 全学的な人員配置による教育研究組織の見直し 

Ⱶ♇◦ꜛfi─ ╛ ╩☼כ♬ ╕ⅎ⁸ ≤ ╩ ⇔⁸
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○ 教育研究組織の戦略的再構築 

☻fi◄▬◘♃כ♦ ┘▬fiⱨ◊ⱴ♥▫◒☻ ─ ⱢⱩ≤⌂╢ ╩ 30

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ≥☻fi◄▬◘♃כ♦⁸╩ ─

╩ ╢√╘⁸ ≡─ ⌐ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi

⁸ ™─ ╩ ╘ ℮ ⁸ ≢ ╘╠╣╢ ╛ ⁸

╩ ⌐≈↑√ ─ ╩ ⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹ │⁸

─ ⅜ ─ ≢№╡⁸ ╩ ≤⇔≡⁸

│ ⅜ ≢№╢↓≤╛ ⅜ ≢─▬fi♃כfi◦♇ⱪ╩ ∆╢↓≤⅜

≤⇔≡ →╠╣╢⁹ 

 
（改善すべき点） 

○ 大学院専門職学位課程における学生定員の未充足 

⌐≈™≡⁸ ⌐⅔™≡╙ ∆═⅝ ≤

⇔≡ ⇔√⅜⁸ ─ ⅜ 28 ⅛╠ ⌐⅔™≡90 ╩

√⇔≡™⌂™↓≤⅛╠⁸ ─ⱪ♇◦כ♄כꜞ─ ⁸ ─ ⌐ ↑√ ⅜ ╘╠

╣╢⁹ 

 

 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期目標を達成している 

 ─ ≡⅜₈ ╩ ∫≡ ⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣╢≤≤╙⌐⁸

─ ╩ ⌐ ⇔√↓≤⌐╟╢⁹ 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 「広島大学基金」の戦略的拡充 

─ ╩ ⇔√ ─ ╛ ה ⅜ ∆╢ ╩ ⇔

╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ╩ ≤⇔√₈ ─₉☻כⱬ♃כ♦ ⌐╟

╢ ╩ ╘≡™╢⁹ ╦∑≡⁸ ⅜ ⇔ ─ ╩ ↕∑╢

╩ ∟ →⁸ ⌐⅔↑╢ │

⌐ ⇔≡ 6,063 ⇔≡™╢⁹ ╘√ │⁸ⱨ▼♬♇◒☻ ╛START

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
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○ 多様な方法による自己収入の増加 

ⱪכ◌ ≤─◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛfi◓♇☼─ ה ╩ ≢│ ⅜

⌂™ ⌐╟╡ ⇔⁸ ⅛╠ ≢1,000 ─ ╩

⇔≡™╢╒⅛⁸ 34 ─ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ╩ ↑√

⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ⇔⁸10 ≢ 3,300 ─

╩ ╪≢™╢⌂≥⁸ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╢ ─ ╩

⇔≡⅔╡⁸ ⌐⅔↑╢ ─ │ ⌐ ⇔

≡ 70 ⇔≡™╢⁹ 

 

 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期目標を達成している 

 ─ ≡⅜₈ ╩ ∫≡ ⇔≡™╢₉ │₈ ╩ ⌐

⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔√↓≤⌐╟╢⁹ 

 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 新たな教員評価制度の導入 

↓╣╕≢ ↔≤⌐ ⇔≡™√ ╩ ⇔⁸ ─ ╛ ⌐ ╦╠

∏⁸ ה ╩ ⅛≈ ⌐ ∆╢√╘─ ─ √⌂ ╩

⌐ ⇔≡™╢⁹ ⇔™ ≢│⁸ ─ ╩₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈

₉⁸₈ ₉⁸₈ ה ₉⌐ ⇔⁸85 ≢ ∆╢ √⌂

₈P-I ₉ Professional-Indicator ╩ ⇔≡⅔╡⁸

╩ ⌐⁸ ┘ ⌐ ∆╢╒⅛⁸ ╘≡ ⌂ ⌐ ⇔≡⁸

─▬fi☿fi♥▫Ⱪ ─ ⁸ ─ ⁸ ─  

╩ ∆╢ ≤⇔≡⅔╡⁸ ╩ ╕ⅎ⁸ ⅛╠ ⌐ ∆╢↓≤≤

⇔≡™╢⁹ 

 

 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期目標を上回る成果が得られている 

 ─ ≡⅜₈ ╩ ∫≡ ⇔≡™╢₉ │₈ ╩ ⌐

⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╣√ ⅜№╢↓≤ ╩ ⌐ ⇔√↓≤⌐╟

╢⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 情報セキュリティ対策の強化 

☿◐ꜙꜞ♥▫ⱴⱠ☺ⱷfi♩◦☻♥ⱶ ISMS ╩ ⇔⁸ ─

≢ ╘≡ISMS◒ꜝ►♪☿◐ꜙꜞ♥▫ ISO/IEC 27017 ⱦ☻◌☻♃ⱴכ◘ ╩ ⇔

≡™╢⁹ ─√╘ ☻ⱦכ◘♪►ꜝ◒₈⌐ ●▬♪ꜝ▬fi₉╩ ⇔⁸◒

ꜞ◄▬♥▫Ⱪה◖⸗fi☼הꜝ▬☿fi☻ CC-BY ⌐ ≠⅝ ⇔≡™╢╒⅛⁸₈ ⌐

☻ⱦכ◘♪►ꜝ◒╢↑⅔ ◦fiⱳ☺►ⱶ₉⌐⅔™≡⁸◒ꜝ►♪◘כⱦ☻ ⌐ ∆

╢ ה ╩ ™⁸ ─☻ⱦכ◘♪►ꜝ◒╢↑⅔⌐ ⌐ ⇔

≡™╢⁹ 

○ 多様な財源を活用した整備手法による整備 

⅛╠─ ⌐╟╡⁸ ⱱ₈ꜟכ ╦™Ɽⱦꜞ○fi₉ 159

fi♪₈ꜝ◓כ◌♇◘╛ ₉♪ꜟכ▫ⱶⱨכꜞ♪ 7,883 ─

╩ ∫≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ⅛╠─ ─ ╩ ↑≡⁸ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─

╛ ╩ ↑ ╣╢√╘─ ≢№╢₈ ⱨ▼♬♇◒☻

☿fi♃כMIRAI CREA Ⱶꜝ▬ ◒ꜞ◄ ₉╩ ⇔√╒⅛⁸ ─ √⌂

─ ╛ ─ ─ ⌂≥─√╘⌐⁸ ⅛╠ 10 ─ ╩ ↑╢

↓≤⅜ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ╩ ⇔√ ⌐╟╢ │ ≢

14,738 ≤ ⇔≡™╢⁹ 

 


